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～予算規模～ 

                 

会 計 名 予 算 額 前年度予算額 比 較 

一 般 会 計 78億 724万円 83億 1,098万円 ▲6.1％ 

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 12億 339万円 13億 4,030万円 ▲10.2％ 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億 1,303万円 1億  429万円 8.4％ 

介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 7億 7,571万円 7億 6,092万円 1.9％ 

介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 特 別 会 計 550万円 704万円 ▲21.9％ 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計   3 億 1,099万円 3億 5,306万円 ▲11.9％ 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 3億 5,384万円 4億 1,375万円 ▲14.5％ 

個 別 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 3,188万円 3,012万円 5.8％ 

合  計 106億 158万円 113億 2,046万円 ▲6.4％ 

 

 

～一般会計予算の内訳～ 

 

歳 入 予 算 歳 出 予 算 

区  分 予 算 額 構成比 区  分 予 算 額 構成比 

町税 9億 8,836万円 12.7％ 議会費 5,981万円 0.8％ 

地方譲与税 2億  283万円 2.6％ 総務費 4億 8,993万円 6.3％ 

各交付金等 1億 8,747万円 2.4％ 民生費 11億 3,291万円 14.5％ 

地方交付税 35億  314万円 44.9％ 衛生費 5億 5,415万円 7.1％ 

分担金及び負担金 1億 3,146万円 1.7％ 労働費 1,413万円 0.2％ 

使用料及び手数料 1億 9,535万円 2.5％ 農林水産業費 8億 2,727万円 10.6％ 

国庫支出金 4億 7,663万円 6.1％ 商工費 1億 3,424万円 1.7％ 

道支出金 4億 5,024万円 5.8％ 土木費 7億 6,633万円 9.8％ 

財産収入 5,554万円 0.7％ 消防費 4億 7,985万円 6.1％ 

寄附金 1億 5,250万円 1.9％ 教育費 9億 1,233万円 11.7％ 

繰入金 4億 6,806万円 6.0％ 公債費 12億 9,251万円 16.5％ 

繰越金 8,593万円 1.1％ 職員給与費 11億 3,078万円 14.5％ 

諸収入 1億 8,963万円 2.4％ 予備費 500万円 0.1％ 

町債  7億2,010万円 9.2％ 災害復旧費 800万円 0.1％ 

合  計 78億 724万円 100.0% 合  計 78億 724万円 100.0% 
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～町税の状況～ 

 

区  分 予 算 額 町民１人あたり 前年度予算額 比 較 

個人町民税 3億 7,824万円 51,942円 3億 7,431万円 1.1％ 

法人町民税 6,231万円 8,557円 6,130万円  1.6％ 

固定資産税 4億 6,108万円 63,318円 4億 6,249万円  ▲0.3％ 

 うち国有資産等交付金 429万円 589円 431万円 ▲0.5％ 

軽自動車税 2,871万円 3,942円 2,698万円  6.4％ 

町たばこ税 5,781万円 7,939円 5,835万円  ▲0.9％ 

入湯税 21万円 29円 21万円  0％ 

合  計 9 億 8,836万円 135,727円 9億 8,364 万円  0.5％ 

 

～地方交付税等の状況～ 

 

区  分 予 算 額 町民１人あたり 前年度予算額 比 較 

地方交付税 35億 314万円 481,068円 35億 4,279万円 ▲1.1％ 

 うち普通交付税  32億 5,314万円 446,737円 32億 8,895万円 ▲1.1％ 

 うち特別交付税 2億 5,000万円 34,331円 2億 5,384万円 ▲1.5％ 

臨時財政対策債 1億 8,400万円 25,268円 1億 8,640万円 ▲1.3％ 

合  計 36億 8,714万円 506,336円 37億2,919万円  ▲1.1％ 

 

～性質別経費の内訳～ 

 

区 分 予 算 額 構成比 町民１人あたり 備    考 

人件費 12億 8,603万円 16.5％ 176,604円 議員報酬、職員給与等 

扶助費 3億 6,708万円 4.7％ 50,409円 自立支援給付費、医療費扶助、児童手当等 

公債費 12億 9,251万円 16.6％ 177,494円 町債償還費 

物件費 17億 1,365万円 21.9％ 235,327円 事務費、賃金、施設管理委託等 

維持補修費 1億 6,711万円 2.1％ 22,948円 施設維持補修費、道路維持費等 

補助費等 13億 3,909万円 17.1％ 183,890円 補助・交付金、消防組合負担金等 

積立金 3,645万円 0.5％ 5,006円 基金積立金 

繰出金 5億 4,943万円 7.0％ 75,450円 特別会計繰出金 

普通建設 

事業費 
10億 4,289万円 13.4％ 143,215円 

公共施設整備、道路・橋りょう整備、土地

改良、森林保全等 

予備費 500万円 0.1％ 687円  

災害復旧費 800万円 0.1％ 1,099円 災害復旧費 

合 計 78億 724万円 100.0％ 1,072,129円  
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～基金の状況～

（一般会計） （単位：千円）

２８年度末 ２９年度末 ３０年度末

残　　高 残　　高 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

1,415,027 1,417,572 422 91,713 1,326,281

343,045 343,225 1,597 344,822

その他特定目的基金 3,731,067 3,796,649 34,430 376,349 3,454,730

公共施設等整備基金 1,330,747 1,391,744 756 104,460 1,288,040

地域福祉・医療基金 660,094 660,382 279 53,447 607,214

網走湖環境改善対策基金 50,048 50,053 11 50,064

東藻琴高校教育振興基金 37,269 37,509 7,208 7,240 37,477

学校教育施設建設基金 184,464 168,059 24 36,830 131,253

地域振興基金 1,306,448 1,312,448 86,519 1,225,929

国営美女地区かんがい排水事業基金 73,053 73,060 15 73,075

子ども未来づくり教育基金 88,944 103,394 26,137 87,853 41,678

5,489,139 5,557,446 36,449 468,062 5,125,833

57,772 57,772 1 57,773

57,772 57,772 1 57,773

5,546,911 5,615,218 36,450 468,062 5,183,606

（特別会計） （単位：千円）

２８年度末 ２９年度末 ３０年度末

残　　高 残　　高 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

76,347 83,814 10 83,824

38,031 51,051 28 3,195 47,884

114,378 134,865 38 3,195 131,708

（北海道市町村備荒資金組合納付金） （単位：千円）

２８年度末 ２９年度末 ３０年度末

残　　高 残　　高 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

132,680 134,007 1,340 8,000 127,347

176,496 170,043 448 7,068 163,423

309,176 304,050 1,788 15,068 290,770合　　計

運用基金計

合　　計

基金の名称
３０年度中増減見込み

国民健康保険基金

介護保険基金

合　　計

名　　称
３０年度中増減見込み

普通納付金

超過納付金

奨学基金

基金の名称
３０年度中増減見込み

財政調整基金

減債基金

積立基金計
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～町債の状況～

【一般会計】 （単位：千円）

H28年度末 H29年度末 H30年度 H30年度末
未償還額 未償還額 元金 利子 借入見込額 未償還見込額

公共 116,007 107,045 9,215 733 97,830

公営住宅 1,199,405 1,046,340 153,302 16,228 893,038

災害復旧 103,203 114,772 5,990 70 108,782

緊急防災・減災 62,384 62,803 7,125 340 3,100 58,778

学校教育 91,961 248,369 14,625 2,596 238,400 472,144

一般廃棄物 110,002 53,532 53,532 580

一般単独 65,398 51,090 14,550 765 36,540

一般補助施設 5,600 3,424,800 1,400 17,096 3,423,400

地方道路等 167,993 103,779 35,657 1,466 68,122

合併特例 2,198,059 2,214,514 188,519 10,641 2,025,995

合併推進 86,367 65,794 20,796 1,150 44,998

辺地対策 719

過疎対策 3,344,499 4,203,887 399,746 16,349 533,000 4,337,141

財源対策 60,905 37,397 18,819 628 18,578

減税補てん 41,738 33,061 8,769 160 24,292

税収補てん 3,879

臨時財政対策 3,324,501 3,305,699 240,257 18,627 184,000 3,249,442

道貸付金 850

その他 367,100 346,220 22,398 7,690 323,822

計 11,350,570 15,419,102 1,194,700 95,119 958,500 15,182,902

【簡易水道事業特別会計】 （単位：千円）

H28年度末 H29年度末 H30年度 H30年度末
未償還額 未償還額 元金 利子 借入見込額 未償還額

簡易水道 1,234,986 1,215,155 68,526 22,349 36,700 1,183,329

過疎対策 245,982 256,378 33,795 1,701 36,700 259,283

計 1,480,968 1,471,533 102,321 24,050 73,400 1,442,612

【下水道事業特別会計】 （単位：千円）

H28年度末 H29年度末 H30年度 H30年度末
未償還額 未償還額 元金 利子 借入見込額 未償還額

下水道 1,231,095 1,123,782 127,827 31,327 7,900 1,003,855

過疎対策 32,286 43,104 2,699 346 7,700 48,105

臨時財政特例 18,573 15,860 2,831 650 13,029

資本費平準化 325,886 337,078 35,051 3,607 42,400 344,427

高資本費対策 449 302 150 5 152

計 1,608,289 1,520,126 168,558 35,935 58,000 1,409,568

【個別排水処理事業特別会計】 （単位：千円）

H28年度末 H29年度末 H30年度 H30年度末
未償還額 未償還額 元金 利子 借入見込額 未償還額

個別排水処理 190,707 178,600 12,348 3,482 166,252

事業
H30年度償還見込額

事業
H30年度償還見込額

事業
H30年度償還見込額

事業
H30年度償還見込額
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～前年度予算との比較～

総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
教育費
公債費
職員給与費
その他

計

0

100

200

300

98

17 20

71

362

37

91

143

99

13 20

95

350

39

93
72

平成29年度

平成30年度

0

50

100

150

49

143

56

77

12

97

107

129

109

5249

113

55

83

14

77

91

129

113

57

平成29年度

平成30年度

町 税

町
民
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
の
町
税

分担金
負担金

土
地
改
良
事
業
の
負

担
金
や
福
祉
施
設
利

用
負
担
金
な
ど

使用料
手数料

公
共
施
設
や
町
営
住

宅
の
使
用
料
な
ど

諸収入
ほ か

財
産
収
入
や
基
金
繰

入
金
、
寄
付
金
な
ど

交付税

国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税

譲与税
交付金

国
・
道
か
ら
交
付
さ

れ
る
譲
与
税
や
交
付

金
な
ど

国 道
支出金

国
・
道
か
ら
支
出
さ

れ
る
補
助
金
な
ど

町 債

建
設
事
業
な
ど
の
財

源
と
す
る
た
め
の
借

入
金

総務費

町
民
活
動
や
選
挙
、
そ
の

他
の
一
般
事
務
管
理
経

費
な
ど

民生費

子
ど
も
や
お
年
寄
り
・

障
が
い
者
の
福
祉
な
ど

衛生費

ご
み
処
理
や
町
民
の

健
康
維
持
な
ど

農林水
産業費

農
林
水
産
業
の
振
興

な
ど

商工費

商
工
業
や
観
光
振
興

な
ど

土木費

道
路
、
住
宅
、
公
園
な

ど
の
整
備
や
管
理

教育費

学
校
教
育
や
社
会
教

育
な
ど

公債費

国
や
金
融
機
関
な
ど
か

ら
借
り
た
お
金
の
返
済

金

職 員
給与費

町
職
員
の
給
料
な
ど

の
人
件
費

その他

そ
の
他
（
議
会
費
、
労

働
費
、
消
防
費
、
予
備

費
、
災
害
復
旧
費
）

千万円

千万円

-　5　-



～財政指標～

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

決算 決算 決算見込み 見込み

財政力指数

　地方交付税の算定に用い
た基準財政収入額を基準財
政需要額で除して得た数値
で、標準的な行政運営をす
るにあたって自主財源でま
かなえる額の割合を示して
います。

0.239 0.244 0.248 0.249

経常収支比率

　経常的に支払わなければ
ならない経費に経常的に収
入できる財源を使っている
割合で、町の財政がどれだ
け柔軟性をもっているかを
示しています。

81.6% 84.8% 86.7% 89.8%

実質公債費比率

　町債償還に充てた一般財
源を一般財源総額で除した
数値に、特別会計の町債償
還のための繰出金や一部事
務組合への公債費負担金、
債務負担行為に基づく支出
のうち、公債費に準ずるも
の等の公債費類似経費等を
加算した比率で、町の会計
全体での債務の割合を示し
ています。

11.9% 10.6% 10.6% 11.0%

解　　　　説項　　目

81.6%

84.8% 86.7%
89.8%

11.9% 10.6% 10.6% 11.0%

0.239

0.244
0.248 0.249

0.210

0.230

0.250

0.270

0.290

0.0%

25.0%

50.0%

75.0%

100.0%

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

経常収支比率 実質公債費比率 財政力指数

比

率

指

数
経常収支比率

財政力指数

実質公債費比率
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～主な事業の内容～
 

農林業の振興

◆土づくり対策事業 464万円

◆農業関係資金対策事業 829万円

◆中山間地域等直接支払事業 2,095万円

◆農業担い手実践研修支援事業 150万円

◆環境保全型農業直接支援対策事業 1,697万円

◆強い農業づくり（経営体育成支援）事業 1,370万円

◆６次産業化推進事業 235万円

◆地域連携長いも高付加価値化推進事業 300万円

◆地域連携インターンシップ活用労働力確保事業 82万円

◆広域穀類乾燥調製貯蔵施設整備事業 6,213万円

　・排水設備、路盤改良、舗装工事

　地域農業の担い手が融資を受け、農業用機械・施設を導入する際、融資残
について補助金を交付することにより、主体的な経営展開を支援します。

　地域資源を活用した新たな産業の創出を促進するため、新商品の開発や流
通経路の拡大を図ります。

    網走市・大空町における優良農産物（地場産品）の高付加価値化を図るた
め、行政、大学、ＪＡが連携して機能性農産物加工品の試作や商品の製造・
販売方法等の調査研究を実施します。

　人口減少社会における地域の一次産業の持続的発展のため、東京農業大学
の首都圏キャンパスに在籍する学生をインターンシップとして招くことによ
り、学生の就労体験の機会を設けるとともに、地元事業者の将来の人材確保
に繋がる仕組みの構築を図ります。

　穀類乾燥調製棟と豆類製品貯蔵棟の整備に併せ、外構工事を行います。

　にぎわいひろがる産業のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地力向上の推進を図るための緑肥種子購入費や土壌診断経費の一部を助成
します。

　農業関係資金の適正な融資及び利子補給により、農業経営の安定と発展を
図ります。

　・農業振興資金、農業経営基盤強化資金、
　　平成２１年冷湿害に係る農業経営緊急支援資金、
　　平成２２年高温多雨に係る農業経営緊急支援資金

　国土保全及び多面的機能維持のため、平地地域との生産条件格差分を直接
地域管理組合に支払い、活動を支援します。

　農業後継者等を対象にほ場作業から経営管理等に至るまでの実践的な技
術、技能、知識を習得するための実践研修を支援し、農業経営者や地域リー
ダーの育成を図ります。

　化学肥料や農薬の低減、有機農業の取組など環境保全に効果の高い営農活
動を支援します。
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◆農業体験実習生支援事業 52万円

◆病害虫対策事業 355万円

◆町営牧野管理事業 1,012万円

◆ひがしもこと乳酪館大規模改修事業 295万円

◆ひがしもこと乳酪館乳製品製造強化対策事業 1,572万円

◆東藻琴地区中山間地域総合整備事業 7,314万円

　・ほ場整備、暗渠排水、客土、鹿柵整備、農用地の改良又は保全

◆女満別南部地区農地整備事業 1,904万円

　・区画整地、暗渠排水、客土、農道、排水路

◆女満別湖南昭和地区農地整備事業 2,567万円

　・区画整地、暗渠排水、農道

◆女満別豊住地区農地整備事業 8,110万円

　・区画整地、暗渠排水、客土、農道

◆農業農村多面的機能支払交付金事業 1億7,195万円

◆藻琴山麓地区草地畜産基盤整備事業 2,175万円

　・草地整備改良、草地造成改良

◆女満別大東地区農地整備事業 767万円

　 農業生産に影響を及ぼす病害虫の侵入・拡散防止のための看板設置等の整
備をするとともに、ジャガイモシストセンチュウに対する土壌検診、低減効
果の高い対抗植物であるトマト野生種の導入に対し支援を行います。

　町内畜産農家からの預託放牧により、家畜の健康増進と飼育管理に要する
経費の負担軽減を図ります。

　ニーズが高まっている乳製品の慢性的な在庫不足の解消と、今後も増加が
見込まれる需要に対応できるよう安定的な生産量を確保するため、チーズ製
造設備メカニカルチーズバットなどの備品を整備します。

　東藻琴地区中山間地域における農業基盤整備を進めます。

　大東、大成、中央、巴沢地区における農業基盤整備を進めます。

　観光施設として町内外に親しまれているひがしもこと乳酪館が、築２２年
を経過し冷暖房設備、また屋根外壁などの老朽化が著しく、今後も相当数の
利用者が見込まれることから、冷暖房設備と屋根外壁などの大規模改修を実
施し、施設の長寿命化を図ります。
　・実施設計

　農業体験実習希望者に対して家賃助成をすることにより、農業体験実習生
の増加を図るとともに、関係機関と連携して就農、定住対策を行います。

　女満別湖南昭和地区における農業基盤整備を進めます。

　女満別豊住地区における農業基盤整備を進めます。

　農業・農村が有する多面的機能を維持するため、農地・用排水路・農道な
どの農業用資源の保全管理を支える地域の共同活動に対して支援します。

　藻琴山麓地区における草地基盤整備を進めます。

　安全で円滑な通作や農業生産物等の輸送の実現のため、農道を整備しま
す。
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◆あばしり和牛産地基盤づくり推進事業 28万円

◆効率的農業体系構築事業 1,201万円

◆美女地区基幹水利施設管理事業 383万円

◆古梅地区基幹水利施設管理事業 3,395万円

◆森林整備推進対策事業 732万円

◆有害鳥獣駆除推進事業 309万円

◆未来につなぐ森づくり推進事業 2,469万円

◆森林管理認証定期審査事業 44万円

◆地域材利用促進事業 850万円

◆公有林管理育成事業 1,438万円

水産業の振興

◆水産業振興対策事業 264万円

 　・ワカサギ、シラウオ、シジミの資源動態調査、水質環境調査

 　・シジミ食味試験事業補助

　肉用牛の資質向上を図るため、和牛の受精卵移植や繁殖雌牛の更新に対し
て支援します。

　地域材を積極的に活用した住宅等及び店舗を新築又は増築及び改築する方
に対して、建築費の一部を助成することにより、定住の促進及び地域材の需
要拡大と森林資源の循環利用による林業・木材産業の振興を図ります。

　計画的な町有林の整備を実施し､財産の保全と森林の多面的機能の高度発
揮を図ります。

　森林整備計画に基づく造林事業に対し、経費の一部を補助します。

　森林環境保全が図られ、持続可能な経営が行われている森林であることを
審査します。

　・造林、下刈、間伐、択伐、除伐、野ねずみ駆除

 　網走湖における水産業振興を支援します。

　本郷排水機場の適正な維持管理を実施し、湛水に伴う生産の低下や農作業
の非効率性を解消し、農業経営の安定と地域農業の振興を図ります。

　古梅ダム、畑地かんがい施設の適正な維持管理を実施し、かんがい用水の
合理的な利用を促し、農業生産性の向上と農業経営の安定化を図ります。ま
た、平成14～17年度に導入した用水末端施設（リール式散水機）の部品交
換及び修繕を行い、維持管理作業の負担減少と末端散水施設の長寿命化を図
ります。

　計画的な森林整備を推進するため、下刈や除間伐の保育事業及び造林事業
に要する経費の負担軽減を図ります。

　有害鳥獣の駆除を行うことにより、町民の安全を確保し農林業の振興を図
ります。また、有害鳥獣の駆除に従事する者を育成するため、狩猟免許の取
得などに要する経費の一部補助やエゾシカの駆除処理に要する経費の一部を
支援するとともに、鳥獣被害対策実施隊により、鳥獣による農林業被害の軽
減を図ります。

　地域の共同作業を省力化し、効率的な農業経営を支援するため、クローラ
式トラクターを導入します。
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観光産業の振興

◆ひまわり作付事業 314万円

◆観光案内看板設置事業 147万円

◆芝桜まつり開催事業 300万円

◆ふるさとまつり開催事業 220万円

◆朝日ヶ丘公園管理事業 2,050万円

◆観光夏まつり開催事業 338万円

◆観光情報クロスメディア発信事業 510万円

◆ウインターフィールド運営事業 66万円

商業・サービス業の振興

◆中小企業振興資金利子補給事業 620万円

◆商工会助成事業 1,635万円

◆商店街にぎわいづくり事業 135万円

　観光振興と憩いの場及び健康推進の場として、朝日ヶ丘公園パークゴルフ
場の利用促進を図ります。

　網走湖女満別湖畔を会場に、水上花火大会や女性だけのローボート大会、
北海道ドラゴンボート競技大会の開催や特産物販売により、地場産業の活性
化と町民交流を図ります。

　インターネットやラジオ等、様々な媒体を活用するほか、ホームページ・
観光パンフレットによる外国人観光客向けの多言語情報を充実するなど、観
光情報発信の拡大を図ります。

　冬場の地域資源を活用しながら、観光客が気軽に雪遊びを体験できる場を
提供します。

　商工業者の経営安定を図るため、振興資金の利子補給を行います。

　町の商工業振興に資する事業を行う商工会に対し助成します。

　商店街やイベントへの集客力を向上させ、購買意欲の増進、商店街の活性
化を図るための支援を行います。

　観光資源として広く定着しつつあるひまわりを植栽し、農村景観を創出し
ます。・空港周辺、トマップ川公園周辺

　大空町の素晴らしい景観として選定された「大空八景」を観光客の集客を
図る観光資源としてＰＲするため、大空町エリアマップを新設・更新すると
ともに、選定された八箇所に看板を設置します。

　芝桜公園を会場に、芝桜の開花時期に各種イベントを開催します。

　緑とチーズの里ふれあいパークを会場に、ロール転がし大会、各種イベン
ト開催や特産物販売により、地場産業の活性化と町民交流を図ります。
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◆住宅リフォーム促進事業 1,464万円

◆ポイントカード事業 130万円

◆店舗改修事業 120万円

◆異業種交流事業 58万円

◆まちゼミ事業 102万円

工業・地場産業の振興

◆網走刑務所住吉作業所用地利活用事業 513万円

◆企業誘致対策事業 1,266万円

雇用機会の確保と安定

◆起業化支援事業 200万円

◆地域就業者雇用確保事業 1,268万円

◆地域雇用創出事業 15万円

◆地域産業人材育成事業 120万円

　地域において起業する方の初期費用の軽減を図るため、費用の一部を助成
します。

　産業基盤を支える人材の確保・育成を図るため、技術習得における研修支
援を実施します。

　快適な住環境の向上と町内建設産業の振興を図るため、住宅のリフォーム
に要する費用の一部を助成します。

　地域における消費活動の円滑かつ効果的な循環と活性化を図るため、そ
らっきーポイントカード事業に対して支援します。

　商工業の活性化を図るため、店舗内のリニューアル等を考えている方を対
象に費用の一部を助成します。

　町内外で勤務されている様々な業種の方を対象に、スポーツや食事をしな
がら交流を図ります。

　商店主が講師となり、専門的な知識や情報を受講者に伝え、集客アップや
個店活性化、町の賑わいづくりを図ります。

　企業誘致のための活動、情報収集及び誘致企業への補助を行います。

   網走刑務所住吉作業所の有効な利活用に向けて、関係機関との協議や実施
事業等に係る検討を行います。

　農林水産業や中小企業などへの就労・起業を支援するほか、高齢化や後継
者不在等により事業継承が困難な事業者の事業継承を推進する体制や支援制
度の整備を図り、地域産業の振興と雇用拡大を推進するため、地域雇用コー
ディネーターを配置します。また、町内事業所等が正職員を雇用する場合に
一定年時賃金助成を行い、正規雇用を促進します。

　大空町地域雇用創出協議会を設立して、町外の方が大空町で通年働くこと
ができる独自の雇用システムの調査・検証を行います。
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保健・医療体制の充実

◆救急医療対策事業 346万円

◆女満別中央病院医療環境等充実事業 1億円

◆患者輸送車運行事業 320万円

◆医療・介護従事者就業支援事業 368万円

◆電話健康相談事業 162万円

◆斜網地域周産期医療支援事業 197万円

◆母子保健事業 808万円

◆各種疾病予防対策事業 1,707万円

　あたたかさあふれる福祉のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　網走及び美幌地域における休日当番医制や救急医療確保のため、経費の一
部を負担します。

　基幹病院である女満別中央病院が実施する救急医療体制や医療従事者、療
養型病床の確保及び医療環境の充実整備に係る経費の一部を補助します。

　・妊婦健康診査助成、不妊治療費助成、新生児聴覚検査等

　予防接種法に基づく各種疾病のワクチン接種の実施と合わせて、インフル
エンザワクチン接種、おたふくかぜワクチン接種、高齢者の肺炎球菌ワクチ
ン接種の費用を助成します。

　・BCG、Hib、肺炎球菌、麻しん・風しん混合、四種混合、二種混合、水
　　痘、子宮頸がん予防、インフルエンザ、おたふくかぜ、日本脳炎、B型
　　肝炎
　先天性風しん症候群の発生を防ぐため、風しん抗体検査及び予防接種の費
用を助成します。

　東藻琴地区の各集落から東藻琴診療所まで患者の送迎を実施し、通院患者
の利便性の確保を図ります。

　医療・介護従事者の確保・定着を目的として、住宅準備、継続就業及び介
護資格取得に係る経費を助成します。

　２４時間年中無休で医師、看護師、保健師等の有資格者による健康・医
療・介護・育児の相談に対応します。

　斜網地域の周産期医療を担うJA北海道厚生連網走厚生病院産婦人科医師
の確保並びに休日夜間等における医療体制確保のため、経費の一部を負担し
ます。

　母性並びに乳児・幼児の健康保持及び健康増進を図り、安心して妊娠・出
産・育児ができるよう適切な助言・指導を行います。

　・家庭訪問指導、乳幼児健診、妊婦健診、母親学級、育児学級等
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◆健康増進事業 1,463万円

◆後期高齢者健診事業 99万円

地域福祉の推進

◆社会福祉協議会助成事業 3,327万円

◆福祉バス運行事業 865万円

◆高齢者等移動支援事業 850万円

◆軽度生活援助事業 162万円

子育て支援の推進

◆出産祝い金支給事業 250万円

◆ひとり親家庭等医療費助成事業 279万円

◆養育医療給付事業 119万円

◆児童手当扶助事業 1億616万円

　生涯にわたって健康で豊かな生活が実現できるよう自ら主体的に取り組む
健康づくり、病気の早期発見・重症化予防のための支援を行います。

　・家庭訪問指導、健康相談、健康教室、各種がん検診、肝炎ウイルス検査、
　　歯周疾患検診、骨粗しょう症検診、エキノコックス症検診、脳ドック等

　禁煙に向けた取組みを支援することで、生活習慣病及びがん予防対策を
推進し、町民の健康の維持及び増進を図るため禁煙外来治療の費用を助成
します。

　後期高齢者の生活習慣病の早期発見・重症化予防のための健康診査を実施
します。

　正常な新生児に比べて疾病にかかりやすい重症未熟児に対し、養育に必要
な医療の給付を行い、健康管理と健全な育成を図ります。

　家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代を担う児童の健全な育
成及び資質の向上に資するため、児童を養育している方を支援します。

　地域の福祉活動の拠点として役割を果たしている社会福祉協議会の管理運
営に係る経費、福祉団体の育成や就労支援に要する経費を助成します。

　福祉関係団体及び高齢者の方が実施する事業等に対して福祉バスを運行し、
福祉の向上、社会参加の促進を図ります。

　高齢者や重度の障がいのある人の外出機会を創出するため、タクシーを利
用した場合に運賃の一部を助成し、移動手段の確保により生きがいづくりや
通院、買い物等を支援します。

　高齢者や身体に障がいのある人が住み慣れた家庭や地域で安心して暮らす
ことができるよう、除雪サービスの実施や除雪委託に係る費用の一部を助成
し、日常生活を支援します。

　大空町の次代を担う子どもの誕生を奨励、祝福するため出産祝い金を支給
します。

　ひとり親家庭等の医療費自己負担分の一部を助成することにより、健康の
保持及び福祉の増進を図ります。
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◆子ども医療費助成事業 2,617万円

◆児童センター・児童クラブ等運営事業 3,822万円

◆東藻琴児童クラブ整備事業 1億5,408万円

◆広域入所事業 385万円

◆保育園管理運営事業 4,641万円

◆託児通所助成事業 36万円

◆子育て支援アプリ情報配信サービス事業 26万円

高齢者福祉の推進

◆緊急通報システム設置事業 375万円

◆老人福祉大会・敬老褒賞事業 360万円

　　　　　　

◆介護保険利用者負担減免措置事業 1,176万円

◆東藻琴特別養護老人ホーム増築事業 1,800万円

　中学３年生までの医療費自己負担分を助成することにより、疾病の早期診
断と早期治療を促進し、健康管理と健全な育成を図ります。

　子育て家庭等に対する相談指導や児童に健全な遊び場を提供し、健康増進
や情操を豊かにするとともに運動に親しむ習慣を形成し、児童の心と身体の
健康づくりを推進します。
　また、放課後、家庭に保護者のいない児童に、家庭に代わって適切な遊び
や生活の場を提供し、安全の確保と健全な育成を図ります。

　多様な保育要望に応えるため、町外の保育所等に入所させる場合の支援を
行います。

　親が働くなどの理由により、家庭内で保育を必要とする乳幼児を入所さ
せ、心身の健全な発達を図ります。
　多子世帯の子育てを応援するため、子どもにかかる保育料の負担を軽減し
ます。

　町内・町外の託児所に通所する場合の利用料の一部を助成します。

　子育て支援アプリを活用し、子育てに関する多種多様な情報を発信し、不
安なく、楽しみながら子育てができる環境をつくります。

　一人暮らしの高齢者や身体に障がいのある人等に緊急通報用電話機を貸与
することにより、急病や非常時に迅速な救援体制がとれることで、生活不安
の解消と安全確保を図ります。

　町内在住の75歳以上の高齢者の方を招待して長寿をお祝いするととも
に、75歳、77歳、88歳、99歳の方々に敬老褒賞を贈ります。

　介護保険利用者のうち生計困難と認められる方が社会福祉法人等が提供す
る介護サービスを利用する場合に、利用者負担額の一部減免に対し助成しま
す。

　東藻琴福祉会で進めている東藻琴福寿苑の増床事業において、平成２９年
度の建築工事等に引き続き、本年度実施する外構工事に対して支援を行いま
す。

　東藻琴小学校敷地内に体育館への併設で東藻琴地区児童クラブを建設しま
す。
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◆高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業【介護保険事業特別会計】 371万円

◆認知症総合支援事業【介護保険事業特別会計】 336万円

◆見守りネット事業【介護保険事業特別会計】 744万円

障がい者（児）福祉の推進

◆心身障がい者福祉事業 434万円

◆障がい者福祉施設運営事業 1,034万円

◆障がい者福祉職親事業 57万円

◆障がい者総合支援事業 2億857万円

◆障がい者相談支援事業 374万円

◆重度心身障がい者医療費助成事業 2,018万円

　高齢者世話付住宅に居住する方に対し、相談・緊急時の援助を行う生活援
助員を派遣することで、入居者が安心して生活できるように支援します。

　認知症になっても本人の意思が尊重され、住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けるため、認知症地域支援推進員を配置し、地域の支援体制の構築を図
ります。

　一人暮らし高齢者・高齢夫婦世帯等の実態把握や安否確認、相談支援を行
うため訪問員が訪問し、住み慣れた地域で安心して生活できるように支援し
ます。

　心身障がいのある人が自ら障がいを克服し、健常者とともに生活できるよ
う障がいの診断、訓練、治療のための旅費助成や発達支援センターの運営経
費負担等を行います。
　介添者に対する助成割合を5割から７割に、自家用自動車利用の助成割合
を3分の1から5割に引き上げ、航空機の利用にも助成を行います。

　障がいのある人が地域で安心して暮らし、また、社会的自立に向けた生活
援助や就労に向けた訓練等を行う障がい者福祉センターちあふるの管理運営
を行います。

　障がいのある人が一定期間町内事業所等に通所して社会適応訓練を行うこ
とで、地域における障がい者雇用意識を醸成するとともに、就労先や訓練先
の拡大と社会的自立を支援します。

　障がいのある人に介護又は訓練等のサービスを提供し、地域で安心して暮
らせるように支援します。

　障がいのある人からの相談に応じて必要な情報の提供・助言、関係機関と
の連絡調整等を行い、自立した日常生活を支援します。

　重度の心身障がいのある人の医療費自己負担分の一部を助成することによ
り、健康の保持及び福祉の増進を図ります。

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

-　15　-



社会保障の充実

　 　　　 ◆国民健康保険事業　 特別会計予算　12億339万円

   　      ◆後期高齢者医療事業 特別会計予算　1億1,303万円

　　　　 ◆介護保険事業 特別会計予算　7億7,571万円

    　     ◆介護サービス事業 特別会計予算　550万円

幼児教育の充実

◆幼稚園教育事業 6,577万円

◆認定こども園整備事業 3,945万円

学校教育の充実

◆小・中学校教育振興事業 1億1,397万円

　介護保険の認定申請をした方の中で、認定結果が要支援１・２と判定され
た方に対して、要介護状態に移行することを予防するため、介護予防ケアマ
ネジメントを実施します。

　いきがいはぐくむ学びのまちづくり　　　　　　　　　　　　　　

　新学習指導要領に基づいた教育活動を展開するとともに、午後からの預か
り保育も教育課程に位置付けし、地域に開かれた幼稚園のもと家庭・地域社
会と連携・協力して、社会や保護者のニーズに応える心身ともに健やかな子
どもの育成を図ります。
　多子世帯の子育てを応援するため、子どもにかかる保育料の負担を軽減し
ます。

　施設の基本設計や運営形態の検討を行い、認定こども園開設に向けた準備
を進めます。

　新学習指導要領に基づいた教育活動を展開するとともに、大空町独自の特
色ある教育活動を実践します。

　・教材整備、就学援助、特別支援教育就学奨励
　・補助教諭、教職員研修の拡充
　・学校図書館司書
　・地域コーディネーター、教育相談員の配置
　・芸術文化鑑賞事業の実施
　・情報機器等（タブレット）の整備

　国民健康保険法に基づき、加入者から国民健康保険税の負担をいただき、
医療費の一部を給付することによって医療費負担の軽減を図り、安心して医
療を受けられるように取り組みます。
　医療制度の運営主体が町から北海道に移管されることで、財政の安定化が
図られます。
　データヘルス計画に基づき、特定健診等の受診率を向上させることを通し
て、生活習慣病の発症や重症化予防に力を入れ、健康の保持・推進に努めま
す。

　75歳以上（一定の障がいのある人は６５歳以上）の方の医療費の一部を
給付し、医療費負担の軽減を図ります。運営は、北海道後期高齢者医療広域
連合が行い、町は、住民の利便性を確保するため、申請書の受付等の窓口業
務や保険料の徴収業務を行います。

　介護が必要になっても、住み慣れた地域で本人の意思を尊重しながら、で
きる限り自立した生活ができるよう総合的なサービスを提供します。

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略④
ひとを活かす
ひとが輝く

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略①
ひとを
育む

-　16　-



◆高校通学対策助成事業 277万円

◆高等学校教育振興事業 859万円

◆高等学校制服購入費助成事業 364万円

◆女満別高等学校生徒寄宿舎管理事業 1,738万円

◆新しい高校づくり事業 788万円

◆入学資金借入金利子助成事業 58万円

◆多子世帯高等学校・大学校等進学支援金支給事業 200万円

◆語学指導助手招致事業 56万円

◆東藻琴小学校体育館整備事業 3,146万円

◆スクールバス運行事業 7,641万円

　・女満別地区　６路線、東藻琴地区　６路線

◆学校給食費補助事業 2,715万円

　地域とともにある学校として、高校魅力化プロジェクトを始動し、町民が
応援できる魅力ある高校づくりを進めます。

　大学等への入学に必要な資金を借り入れた保護者に対して利子等の一部を
助成し、教育機会の確保及び充実を図ります。

　多子世帯（第3子以降の子）に対し、高等学校以上の学校に入学する保護
者に支援金を支給します。

　児童生徒の外国語教育を推進するために語学指導助手を配置し、各学校に
派遣します。

　旧体育館を解体し、新体育館周辺の外構工事を行います。

　遠距離通学児童・生徒の登下校対策及び学校行事等教育上の目的のため、
スクールバスを運行します。
　また、一般住民の混乗や女満別と東藻琴間を結ぶ地域間バスの運行など多
様な運行を行います。

　交通環境の実情にかんがみ、町外高等学校（網走東学区）へ就学するため
の多額な通学交通費及び下宿費の一部を助成し、保護者の負担を軽減します。

　時代の発展に対応した教育環境を充実させ、近未来の地域を担う人材育成
のため町内の高等学校の教育活動を支援します。

　・東藻琴高等学校：国内研修、農業クラブ活動、食品衛生・危険物取扱者
                              資格取得

　・女満別高等学校：女高タイム、部活動、教育環境整備、広報活動、進路
　　　　　　　　　　指導対策、補助教諭

　町内の高等学校へ入学する生徒の制服購入費用を助成することで、保護者
の経済的負担軽減と生徒の確保を図ります。

　女満別高等学校生徒寄宿舎を設置し、同校への通学に困難な事情のある生
徒の寄宿を受入れ、高等学校教育の充実及び発展を図ります。

　学校給食費の無償化を実施します。
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◆学校給食センター管理運営事業 4,092万円

　・女満別給食センター　屋外車両洗浄配管工事

　・東藻琴給食センター　エアコン設置工事

生涯学習の推進

◆高齢者教育振興事業 81万円

◆姉妹都市等教育交流事業 513万円

◆図書館環境整備事業 603万円

生涯スポーツの振興

◆スポーツ活動振興事業 730万円

◆体育施設改修・備品整備事業 264万円

◆野球場オープン記念事業 171万円

　・ジェットラインさわやかマラソン大会の開催
　・もこと山ふきおろしマラソン大会の開催
　・スポーツ縁日・各種スポーツ大会の開催
　・体育協会やスポーツ少年団活動への助成
　・体育振興補助金

　町民の生活スタイルの変化に対応した体育施設の計画的な整備・充実を図
ります。

　・東藻琴野球場フェンス改修工事
　・すぱーく東藻琴の温風暖房機整備
　・東藻琴多目的運動広場の照明改修工事

　女満別運動公園野球場大規模改修後の全面オープンに伴い、記念事業を実
施します。

　・強豪高校野球チームを招へいし記念大会の実施

　・北北海道軟式野球大会の招へい

　地場産食材で「ふるさと給食」を引き続き提供するとともに、食物アレル
ギー等検査に対する助成を行います。また、安全で安心な給食を提供するた
めの施設環境を整備します。

　高齢者大学を通じ、地域参加や世代間交流、学習活動を推進します。

　町内の小学５年生の児童を対象とした東京都稲城市の児童及び中学２年生
を対象とした熊本県氷川町との交流を推進します。

　両図書館の読書環境整備のためエアコンを設置します。

　スポーツ活動を通じ、健康づくり、体力づくりの普及と意識の高揚を図り
ます。
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青少年の健全育成

◆子育て支援ネットワーク充実事業 284万円

◆子ども放課後週末活動支援事業 139万円

◆青少年育成協会補助事業 4,512万円

地域文化の継承と創造

◆教育文化合宿誘致事業 1,038万円

市街地・住環境の整備

◆合葬墓整備事業 637万円

◆町営住宅維持補修事業 4,135万円

道路ネットワークの整備

◆道路整備事業 2億1,560万円

　・栄町６丁目線道路　片歩道　　L=64m　

　・東藻琴8号線道路　調査測量設計　歩道　L=280ｍ

　・橋梁補修工事　　　　2橋　　　

　・橋梁近接目視点検　３４橋

　・橋梁補修設計　　　　７橋

　・舗装道路整備　　　　路面性状調査　L=237km

◆除雪機械更新事業 4,923万円

　老朽化している除雪機械の更新を行います。

　・除雪トラック

　生活の利便性向上と安全確保のため、道路整備を進めます。

　・開陽中央線道路　旧橋解体撤去

　子育てを支援する講座の開催や放課後子ども教室活動プログラムの企画等
を行う社会教育コーディネーターを配置し、地域の支援ネットワークを充実
します。

　町内の全小学生を対象とした安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を
設け、地域の方々の参画を得て子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活
動、地域住民との交流活動を実施します。

　民間の事業者を活用し、芸術文化活動の推進と青少年の健全育成の推進を
図る。

　質の高い教育文化団体等を誘致することによって教育・文化交流の向上と
地域活性化を図るため、合宿誘致を支援するとともに、新規合宿団体の誘致
を図ります。

　ゆたかさうるおう生活のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　既存住宅の断熱対策、結露・防カビ対策、外壁塗装及びエレベーター改修
工事、空き部屋のリフォーム、浴槽設備未設置住宅の解消等を進め、住宅機
能の回復・向上を図ります。

　お墓の管理の不安解消と永代供養の要望に対応して、合葬墓を整備しま
す。
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公共交通網の充実

◆生活路線バス運行維持対策事業 632万円

◆女満別空港利用促進事業 416万円

◆女満別空港運航支援事業 184万円

上下水道の整備

◆合併処理浄化槽設置整備事業 820万円

◆簡易水道事業 特別会計予算　3億1,099万円

◆簡易水道整備事業　【簡易水道事業特別会計】 9,212万円

   ・水道管路整備工事　L=１.8ｋｍ

   ・新規水源調査設計委託　配水区域の検討等

   ・水道施設建設工事（電気計装設備等更新）

◆下水道事業 特別会計予算　3億5,384万円

◆汚水・改築更新事業【下水道事業特別会計】 4,882万円

　・公共桝設置　　　　　　・調査設計　　　　　　　

◆個別排水処理事業【個別排水処理事業特別会計】 特別会計予算　3,188万円

　生活交通路線維持のため、バス運行事業者に対して支援を行います。

　女満別空港周辺の自治体や関係機関等と連携し、空港利用拡大に向けたプ
ロモーション活動などを行います。

　定期路線の開設や機材の大型化など、空港利用の拡充に支援を行います。

　生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、住宅に設置する浄化
槽設置費用の一部を助成します。

　個別排水処理施設の適正な維持管理を行い、農村地区の生活環境の保全に
努めます。

　水道管未整備箇所の解消、安定給水のためのループ管路の整備、道路改良
工事に合わせた水道管路整備を実施します。
　また、将来にわたってもサービスの提供を安定的に継続することが可能と
なるように、中長期的な経営の基本計画として「経営戦略」を策定します。

　・調査設計

　新規公共桝設置による供用拡大及び老朽化した施設の更新を行い、安定運
用に努めます。

　・改築更新工事（マンホール腐食対策、ＭＰ制御盤）

　安全で良質な水の確保と安定供給に努めます。

　生活排水等の適正処理により、良質な生活環境の保全に努めます。
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生活環境の整備

◆花いっぱい運動推進事業 221万円

◆廃屋等解体撤去推進事業 832万円

◆エキノコックス対策事業 109万円

◆動物愛護事業 53万円

◆ごみ処理事業 1億7,286万円

◆リサイクル推進事業 2,831万円

消防・救急・防災対策の充実

◆災害対策事業 427万円

◆網走地区消防組合負担金 3億9,803万円

◆消防車両整備事業 7,305万円

　空港前や主要な道路、公共施設等に花を植えて明るく華やかな町のイメー
ジアップを行います。

   放置され周辺住環境等と景観を悪化させている建物で、危険を及ぼすおそ
れのあるもの又は将来その可能性のあるものを解体撤去する場合に費用の一
部を助成します。
　危険な状態で放置されている建物について、所有者が必要な措置を講じな
い場合、行政代執行による解体撤去などを行います。

   キツネが主たる媒介動物となる「エキノコックス症」の対策を講じ、感染
の無い安全で自然と共生するまちづくりを目指します。

　飼犬・飼猫が不要に繁殖し不当に捨てられることを防止するとともに、動
物愛護及び管理に関する意識の高揚を図ることを目的に、飼犬・飼猫の不妊
手術費の一部を助成します。

　ごみの分別収集の徹底や重機を使った埋め立てごみの減容処理、破砕処理
等を行い、廃棄物焼却処理施設及び最終処分場の運用により適正なごみ処理
に努めます。また、老朽化したごみ収集車１台を更新します。

　老朽化した水槽付消防ポンプ自動車及び連絡車を更新し、消防力の充実強
化を図ります。

　リサイクルセンターを中核として資源の有効活用や再資源化処理を行い、
ごみの減量化を推進します。

　防災訓練を実施し町民の防災意識の高揚を図ります。また、自治会・地域
が連携してまちの安全を確保するため自主防災組織の設立を支援し、その活
動に対して費用の一部を助成します。

　住民の生命と財産及び安心・安全な生活を守るため、網走地区消防組合に
対し、消防本部、大空消防署、女満別消防団及び東藻琴消防団の経費を負担
します。また、東藻琴消防団100年記念事業に対し助成します。
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交通安全・防犯体制・消費者対策の充実

◆交通安全防犯推進委員会補助金 100万円

コミュニティ活動の促進

◆自治会運営費交付金 985万円

◆自治会活動支援交付金 388万円

移住・定住対策の促進

◆分譲地造成事業 5,302万円

・女満別公園地区定住団地　１２区画

◆地域おこし協力隊事業 702万円

◆いきいき子育て住宅支援事業 800万円

◆民間賃貸住宅家賃助成事業 480万円

◆民間賃貸住宅改修支援補助事業 150万円

◆住替え促進事業 364万円

◆ふるさと応援寄附金事業 8,686万円

　持ち家を希望する町民や近隣市町などからの移住希望者のニーズに応える
ため分譲用の宅地を造成し、住みやすい環境づくりを進めます。

　ふれあいつながる協働のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　交通安全・防犯・暴力追放の全町的な活動を支援し、住民の安心・安全を
確保します。

　空き家等の有効利用により、定住促進や地域自治の維持と地域活性化を図
ります。

　・空き家等情報登録、住み替え促進助成、住み替え移転費用助成

　ご寄付を頂いた方へ特産品や体験型の特典を贈呈し、地域の産業振興や知
名度の向上をはかります。

　地域活動の中心となる自治会の運営を支援します。

　個人町民税１％還元により単位自治会の自主的活動の支援を行い、自治会
活動の促進を図ります。

　地域資源を活かした観光や産業の振興、地域の魅力発信など、特色ある地
域づくりを推進するとともに、移住・定住の拡大を図ります。

　大空町が分譲する宅地に住宅を新築して居住する子育て世帯に対して補助
を行い、子育てしやすい住環境づくりを支援します。

　町外から大空町内の民間賃貸住宅に入居する転入世帯に対して家賃補助を
行い、移住・定住を促進します。

　既存の民間賃貸住宅の改修費用を一部助成することにより、民間賃貸住宅
の居住性の向上を図るとともに供給を促進し、住環境の向上と移住・定住人
口の確保と地域経済の活性化を図ります。
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情報ネットワークの整備

◆行政事務情報化事業 5,526万円

◆地域情報通信基盤整備推進事業 1,707万円

町民と行政との協働

◆地域づくり懇談会運営事業 30万円

◆広報広聴事業 1,346万円

◆元気づくり応援事業 200万円

　個性豊かな地域づくりと優れた人材を育成するため、町民が自主的・主体
的に行う文化や産業などを活かす活動を支援します。

　インターネット利用のための超高速ブロードバンドサービス未提供地域に
ついて、町民需要調査の結果を踏まえ、町内の情報通信格差解消に向けた実
現可能な整備手法等を検討します。

　継続して安定した行政サービスを提供するために運用している総合行政情
報システム・内部情報システム等の維持管理を行います。

　住民参加による地域特性を活かしたまちづくりを推進します。

　広報誌や町ホームページのほか、ＳＮＳなどを活用し、より多くの情報の
提供と共有化を図ります。
　また、ふれあいトーク（町政懇談会）やメール、意見箱などにより、町民
の声が行政に反映できるよう取り組みます。

総合戦略④
ひとを活かす
ひとが輝く
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